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「薄明時」に想う花の 色

中嶋　芳雄　富山大学

ラベ ンダー
の くれたもの

齋藤　美穂　早稲田大学

　 5月， 6月は
一

年中で 草木が最も生ぎ生きと芽吹き ，

新緑が眩しい季節と い え る 。 また こ の時期は，草花が

互 い に競い合うように咲乱れる季節でもある 。 まさ に

百花繚乱の 季節と い えよう。 自然の 豊かな郊外は元よ

り，コ ンクリートやア ス フ ァ ル トに囲まれた都会にお

い ても ， 街路樹や舗道脇 に植え られ た草花などは，わ

れわれ に季節感を与え て くれる。

　と こ ろで，季節を運ん で くれる花々も，見る 時間帯

の違 いによ D ， その色合 い は微妙に変化する 。 すなわ

ち，花を観測す る視環境の 明る さ の レベ ル の 違 い によ

り， 色調が異な っ て くるのである 。 これは ， 観 i則する

われわれ人問の眼の傾応状態の違 いによ っ て ， 色覚特

性が変化するため で あり ， プルキ ン エ ・シフ ト現象 と

呼ばれて い る 。 この プル キン エ
・シ フ ト現象は ， 注意

深く観察 して い れば， 日頃誰でも経験する こ とが可能

で ある 。 たとえば，青色あるいは紫色 （いずれも白色

を含んだ臼っ ぽい色調の方が効果は大きい）をした花

を昼間注 目しておき ， それをタ方再び観測 し， 比較す

ればよ い の で ある 。 舗道脇の街路樹の下 に植え られ て

いる
“

すみれ
”

や ， 白眛と青昧を多少含んで い る
“

つ

づ じ
”

や
喝し
さつ き

”

などは格好の観測対象とい えよう 。

　プルキン エ ・シ フ ト現象は ， 花で な くて も ， 青系統

の看板や建物あ る い は 自動車の 車体に 対 して も観測す

る こ とができる 。 ある い は，青色の交通信号灯でも十

分観測可能 で ある 。

　と こ ろ で ，こ の プル キ ン エ ・シ フ ト現象が生 じて い

る 時闘帯は約 15〜3D分程度 で あ り， タ方 で は ， 自動車

の 前照 灯を 点灯 し始め る時間帯と も ほ ぼ
一

致 し て い る 。

周囲の外界が何となく白っ ぽく感 じられるのもまたこ

の頃 で ある 。

　読者の皆きんもぜ ひ ，常 日頃よ り青色や紫色 に 注意

を払い，こ の プル キン エ ・シ フ ト現象の観測 を試み て

い た だ きた い Q そ し て その とき に，網膜内 で は 昼 間十

分に働い た錐体から夜間用の桿体へ と，活動組繊が移

行 しつ つ あるのだなという こ とを感じて い た だきたい 。

　夏の出来事で ある。 車は北 海道特有の ひたすら真 っ

直 ぐな道をニ セ コ の宿めざ して 走 り続けて い た 。 途中

の道草で思わぬ時間をとられ，何時しか辺りはもの静

かな明るさにつ つ まれ て い た 。 久々のカ
ーブを曲が っ

た丁度そ の時で ある 。 い まま で続い て い た緑の草原の

彼方に，何ともたとえようのない鮮やかな空間が飛び

込ん で きた 。 近づ い て み て 知っ たそ の空間の正体は ，

遅咲きの ラ ベ ン ダーの花が群生 して い る畑だ っ た 。 少

し出遅れた夏休みの旅行に ， きっ とラベ ンダーに は出

会えな い だ ろ うと気落ち して い た私にと っ て は大変な

贈り物であっ たが ， 何よ りも嬉しか っ たの はラ ベ ンダ

ー
の穏やかな青紫色が， ま る で光輝く様に強烈なイ ン

パク トを与えた と い う事で ある。所諤プルキン エ 現象
　 よ

を目の 当た りにした事実で ある 。 こ の せわしな い 日常

生活の中で はプル キン エ
・シ フ トの 様な生理学的変化

が起ぎて い ることすら気づかすに 過 こして しま っ てい

る 。 しかしその 時の色の 美しさは ， 言葉で はとう て い

表現しきれない，と言うより言葉にして しま っ て はも

っ たいない様 な気がして しばらく胸の中に しま っ てお

い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 こら

　 しかし，とうとう堪えきれなくな っ て最近の講義で

はこの北海道で遭遇 した幻想的な体験の事を話 してい

る。す る と何人か の 学生 はテ ス トの 答案用紙 の 最後 の

余白に感想を述べ て くる 。 「私も そ んな色 に出会 っ て

みたいj と 。 どうやら

私 は薄明視下 の色の魅

力 に思わず熱 っ ぽく語

っ て い る ら し い 。 しか

しおよそ美術を志し色

彩 に携わろう として い

る者には ，
こ の 現象に

一
度は魅了されて み て

ほ しい と願 うの で ある 。
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